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テム思号j、「プロフェショナル経営システム思考J
[Abstract] 
IT (Information 1・cchnolo巴y)baseu economic只ocictyapproaches toward I1CXt intcliιピ1 ~ocicty Ihrough cxpcri-
mCn!al ari、ingoll of intcmel based telccommunicalions. 
Wc arc Ji~cll州cd ‘Ihoul following: 
1st UndcNanJing cn、ironl1cmof m辻rkel，じuslomerand enterprisc which are changed and l1o¥'cd by using infonna-
lion conlIl1l1nicalion Icchnology. 
2nd Delining rC411iremcnls of new l1anagel1cnt只ySlem，designed innovalcd cntcrprisc l1anagcl1cnt syslcm. 
3rd Implicationぉnewrnanagen】emsystcm thinking rolled bllsiness cnginc aぉdoingwhilc il1plcl1cntcd ncw cnler-
pn"e rnanagcmcr1lぉy、ICIl1.
After "!lIdying Ihcsc abo¥'e slImmarizing引IhjecIs，my imponant points Ihal I dra¥¥' frol1 my sllIdy a陀 IwoIypes of 
managel1ent syslcm Ihinking. Onc is “Ad、.-ancedoperalIonal managemcnl 勺ISICIl1thinking". Ihc othcr is ・Profc回 ionaJ
managcmcnt メドICIl1Ihinking -. Thc laler is more important role of ad¥'anced man‘Igel1ent for ncX! corning en!e巾ri"e
l1anagcl1cn! ~ySIC Il1. 
[Keywords] 
IT Ba刈dEl."onol1I1: S(予dCly.RC4uircments o!" Enle中riseI'vlanagcmcnt Systcm， New Conじcpto!" i¥ lanagcrncnl S)官tcm









常システムは di場及び市場構造の変化に対応してイノベーションを継続する方策を常に ~f;{-{ している。一二れ
からの企業経営システムの要件は、 一つは市場顧客を起点にした、経済の合理作ーと粁EI~:\.の効率性を追求する
従来型をさらに進化させる要件である。二つ日は企業の評価・存干EJlRFHが市jJ#及びtl:会に移I}、企業は社会





作~ll を持九、 Ili .t，幼~l: f本からそして個々の顧客から信頼と支持を伴るためにどのように行動するかを感知l し、
考え、例発する経常活動が必要であるとした。さらにこのでつの経常システムを批准する「組織jと I倒J




湯浅忠 r1 T経済社会の新しい経営システム忠iJ'J 41 
u 的・使途及びレベルが、①単純に正確 1 1.つ迅速に規範的に処理をするもの、③業務の支援を促すもの、<1~.
Mif(の異変または状況対!むとして感知し、考え、創造を誘導するものなどに分類される。今回、この粁常シ
ステム思考をてつの包括次元輸に!なIW，jけて今後の経営システムとしての}J向性を考察した。二つの包Vi次
1己制|のうら一つを経営資源の fiJm↑(j: 'MI として「比える資夜J と I見えざる資産J を対極させた。「見える ~tf
経j はカネ、モノであり、「見えさ'る資限J は情報、顧客、開発技術、 ~l織能力などである。もう・つの包
折次厄輸は、上記の①、②、③で述べた、情報・知の利活用度として f号える(創造性、自律性)Jと「オ
ベレーショシ(規範性、普遍性)Jを付彬.させた。「高度オベレーショナルシステムj及びその思451まf見え
る資産jとオベレーショシ(規範性、 1子遍件:)をカバー する領域，.::ft，: ir:付けられ、[ブロフェショナル経常
システムJ とその思考は「見えざる資自主J と考える(創造性、 I~I 律性)領域を中心にカバーする。よれら i品j
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減し去るわけではないが、その肢を知識に譲ることになるJ。本稿では現千五の不織実でサプライズの可能件ー
を絡めた fうつろな企業紙'j引から、知識社会の経済社会にluJかつてどんな変化がI1fi肋し、どのように与え
たら良L 、のか考える。合:1t'UillÎ1lliの変化、経営活動と「見えざる資時」である情報と主11の|則係、放ぴ恨~ñì~ 、 1I
3本的粁常システムと制ti(ftの進IKによる変化は共存できるのか整理して診察する。
3. 1 企業価値の変化
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遣を絶えず行l、続け、予測、予見を仔う等の日常活動が必要である。このような制限的資搬の利的JHと流通
は白奇Ilfl]の組織能}Jの向上だけでなく、 1也の組織関係聞において連携して能力liJ卜.に紡ひ'っき、企業全体の















さらに彼の符il~ r 2(05) fllJc  LlI土誰のものかjによれば.理論構築の手法として、プロセスと↑¥Ii村l・勾lベー
スドよる能}JJnJ 1&の議請がされている。臨機応変な戦略策定は経験の主11識に 1111 え、~.!軟な与・え }jで、現場か





















業Hをベースとする組織体、組織能力の向上に加え、企業が社会の公品111: を ~W び、 tl:合との J1å.理念に立ち、
市場則容構造の'1で、顧谷市場のlj線、コンブライアシス、環境問題、社会!'(I献の課題を点制に考えなけれ


















能し、効果を発射I[ し、成日3を争げる。第 2 章、第 3 章で見てきた論述をまとめ、今後のiÍ~ ~粁'::~.システムは
次のJつの ~f下が必裂であると定義し!
企業経背システム= 訴済{l"JIl!作・#営効準件 + 市場・躍両手与の;W(，lti• i倍以J(f
(出皮オベレーショナル経営システム) (プロフェショナル純粋システム)
と考える。右辺の一:つの要件は独立した関係ではなく、情報的資源である外部及び内部情報は組織構成員と






ベルに落とした業務処J11[の定行 11在、「感知J 思考、 r~J発j が行動化に移されるものである。一二のてっの.'/i!.考
の問係は情報的資源を煤介として r!也知」から「創発Jを誘導する。ニのJつの経常システム思考は経営資
源の可慢性の次兄怖と'I'i'ifl;t河!の利i舌月jの使注・目的レベルの次元判でどのように1川町(.Jけられるかを考え


























応が求められる。 1~14. 1では、商品の業務処理の手順が上から下}il1'jの減れであり、 l似ぅ日現場における、
阪先11 とお存悌の会話、情報のやり取り、処埋、状況判断等、 I感知u と「削発j のr:í::. ~.j の悦t;Ji'IJ{上向きに
フィードパックの形でI~I示されている。
対営資源について可悦性の基準で分領するとカネ、モノは明らかに顕千五的「見える資源jと言う ζ とが出







対象とし、 rljl，易・断符主導を起点とした各プロセスを規範あるいはマニュアルにHリって業務処理を行う c 同
4. 1において子続き別業務処理システムは上から下へ流れる方向のシステムであり、現場での情報の利活
舟Iは販売11 との間で、処理、伝達、指示が流通する。経済効率性を追求する課題は l'I í'i~ln付の令プロセスの
シームレス化、全体iは適化に加え、 i也 ít業との連携、協業を目的とする企業 1111の~Ji業スキーム及びピジネス
プロセスの再編成等も合まれる。企業聞の連携、協業の関係は相互間の公平なHif1H幼屯の.l"F悩に当たって、






























i !生産 :!販売 j:流通 j:管理
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以上二つの包抗次元調Ir1:に4.1てj主べた二二つの経営システム思診をfi:jrl: f.j-ける /1 r，'c"61主オペレーショナ
Jレ経営JE、.J}'J I土「見える資源jとがj報的資源の利i古川における「オペレーション志lilJ の符iJ戎をカバー する
位置付けとなる。 fプロフェショナル経営システム思考J の位i買付けは「見えざる Ùil~U と「与える志向」
創造性、 I~JWt'I: を ffてる、高い利活用度の領域となる。プーつの包括次元'hlJで経'j:i- システム忠与の適用類型を
表したのが[-'.:J4. 2 である。規範性に則って忠実に処理を進め、処JlRに従って、党'I~データを写像する f高
度オペレーショナルシステム思i5-J と、 n~匁lJによって『創j発J された「プロフェショナ)(.，経常システム







み、他企業との取引、 i生様、共同作業等の色々な組み合わせが想定される。-)宝の的動 t.: よる、新し~，.情報
と匁lの削iをの状況をまとめたものが「衣4.1 感知|と例発の形態Jであるが、それぞれいつレて説明するヲ
(1) I flhlJの感知!と削姶
現場に必ける 11! 当J'í-レベルでは、対面を tjl心とする篠存販売、訪Ilijl仮売、システム~，'と案などがあ 1) 、準備
作業としては拠品、 f耐十持、販1lt、納期情報など1:内情ー報をベースとして活動がnわれている。 11位レベル層











1 !感喜E知[J に適}正l正:なT官t材1発告i汁花:、 生産と言う 「削づ弦在Jに阿部門は受i件山}主:予i2淵測!lI則[1|リ及ひび、受受:i注i主:'川|
の発i注主 y万'iiリ法j主iの改』好干、例えば注文確度別の段階的発注M械の事前に配，(ijするブJiJ~を検4・l するなど r~J発」によ
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(3) 上位層との!感知lとilJ6
一般的なI易面 lま担当{í'の l}i・!fi)Jが報告として口頭または文書ベースで uウ:に伝達される。報告~'は出来るだ
け事実に基づいてJJl(1:の状川、|本|窮している場面い関して、科学的データを/Jll.、て状川村H与をする。報告者
は状況の r!岱知)jとIliJI!n:今後の展開討l座!とそれに対する支援等の要請について、 1'1分の rfilJ党Jを明係に
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I.r個jの感知と創発 I I.組織聞の感知と創発
区工ヨ







I jj ;(. Qコ




創発/・~--~.f... ・ M ・.......・ H ・ ..C 感知.
{ Jプロフエンヨナル | 
，r- 、圃皿 、
凡える資産 1 I 兇えざる資産
. I 伺える瞥必 1 I 似内資産 t . ー.・ー..................・'
表 4.1 感知と創発の形態
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図4.3 事業ドメイン単位からビジネス機能細分化再編
[;{雪司|川4..1によ;は)Btω() B tωoCのピジfネ、スモテデ，}ルLを例に耳取Zつて式認吃fゆ明F列iしようう↓ιD二. t世J足ヨ友5またはl版似悦.Jjんじj川l目4号げi!l1動命似!はよ!μH社上の販ず光i己 
また:iま嗣存の e波此泣泌払:kg"川必3刈I
抗夜:のように梨仏.1尚!惰官品が氾i革監し、TIiぬのHみが多燥化、移り気なはìt易協i符を J;J~ とすゐビジネスについてそ
の h!llJを1'1リ'1'させるニとは至畿の業，.:j!I¥， '0 A、Bl[:の担当者は(ufが'Jt:れるか、いjを1[:入れるか雌かな解(;j:
な"• c. まずAHの~I!勺f'i'，ま iV~ f~ii として、 Bt[:の営業活動 l二 I~J して訓査を U\" 、 |!1品目11I した!日i制点の主義と
解決への|削発JIJ判長を Brl:のfI:入札W'当者へ提案寸るら ItLj者のIJで的知的資源をベースlニr1告知1Jと「さIJ
琵Jの応酬がuわれ、 "1には自企業に持ち帰 1)、改めて検討をする内谷があり、また-i)は十1If光B企業の
閑ji!(部苫で'JUI!ttがチJ...)クされる」段も有効な提案内存は B 社の故終~IU与である CHのけ・I'flffj を ffll ぐケース
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情報・やの応酬 ~/::~... ・・ hilt;tri--- J 
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両者両得
図4.4 企業聞のやり取り (Bto B to C)機図
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売機能と l也市門(受動 11111) ・Cある資材購買・製造機能との問の利害対抗の l 't.l 係から、 1'，'j ft(を W;介として r~(~
知Jと「自lJ'}eJの{t.Ci:形成の繰り返しを経て満足・解決竣にi尊かれ、全体i誌i直併に到j主するやり取りであると
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図 4.5 全体最適への部門問調整



































制 酎正首iS続完 ~I 聾創刊号盟脚内 3H
憂ftUJ叫t:~trるが.解決と古車:j-昏'J 7"~訟設置~.易局bこ正いき~，もで.情.左辺の忘晶によqて自
11門~tI"台車電~!馬像;二当事<J:"iじ努力する qhJ!リ-t'. . .t.~~.U“<<.賓となる !ltll'l1>軽
震U~の11ゐ.書んを問倍以ずるこ，.:ニ遜去の桂健. "lfiのli!円1J1t.iU.以tそを主砲l.議会bこよ。てd
II!刊の憧ηA摘の倹初もE芳 :λれる.す会おち.. 量Zして，民有:.-;<，:応.t ~tとのの量t..J聞のn~1骨21.




公安"と Lて、市崎・容の鋪両‘滋~ë1il ..の備銀にl!"崎"..などn々 の畑地い!I.ItI!吟とコ，~ニヶー
シ，シ.開1のIO;mtlこよるさk宵杭衡が<1:"裂である.ょの臨み・U'lがl.¥ll;'円J(1I問噛tt.てf$itが4-~ Jl 
ゐ.
問唖l!I!売を問るたの.れ鰍内内での.l.星'}lぴ闇連e王寺号ζ の酬1.'、 3 らも:N'~I耐必金集との協力要篠令どの
創雪作業bfh1，¥ゐ 回連!II白曹、外畠協連合伎を舎の.量4宅供.~JY例 6・9いて倹:Wl!:められてい(. >t 
)iU同m.ilaとl!解冷またI!鎗E門の安任 あきらめに似た吸気1~. t.JVIの師納~I>WI閉じ読める車両で
r!!¥UJとrlll1:Jベ句Jえの冊雛・包の忠商が膜勾広げら1'.字曾tnて."l! '''"，、建似し‘ fr怠車とま'"
な f l':てい(.・芭ではよの。高賞受畏後を温i:l!lする与え1iから・a・Eと Lて2健康総括憐躍の包優位含い~.
人".での'‘"'1草花Hl奇など令r!ott遥止もこよる""寒を刊居PとよろがJ<令内て“る.
.. IS.掴プロセス骨情持母;aれc:i!った高E宮システt・且。
4ト“a・I:-t"違舟ピジ..スプロセス. lI:lfプ窃 ~~-ð‘録"~^. of'fl.i:tr.，て情Ii"送れをt三ゐ.寵
松町長・N白蟻1続性.兵(jftに立る多到底調曜の寄食色を告".L.~・鉱f!3>itn:・倍。て忽混と絡会を生




る-m.II4ιJに 3 な世菌剤~ ~~1.ニ寸.会Ii提省シス".ム、 ピジ I・"プ1;11:ス ~ftプD<: 認仁対応する倫lI!'"

















































































える形、意識できる形、常時改善を電ねる、組織~7:yjf を 11: なう等、説11 かいレベルで'主行が持続されて\，.る L
56 創造おij;研究第1巻w.r暗号訴蹄6年3J=
旬、さら仁E霊祭 ・ 介護向i j義品めサービヱめ分野に選出 Lている。対象先顧客として伝当初SQHQと~I;まれ
る中小 零組合案じ託ったjt混在では大金主主のli!MU買にまで浸透し、ま主張している。



















グ ー 淀通の~'j事処理にお防毒情宇量管主主とその利Îli簡がなされている。物議センターではヂジタ bピッキング
シ王手ムが導入ささLてお ~ . インターネタト受注方式奇いち早く取り λ示、書積されたデー タは議客の色々
な分析に活かされているε情報の共有化についてはコヲぎシーシ言シに主る蕊品開発だけでな〈、注文デー
タの共有によって返笠l!i品在室と欠ゑ惑の蹟少に効果を発探して'....毒。次いで翠念とLて掲げる護軍主志貨の




の企直 ・ 開発のコラボレー会ヨンの茶肉体「感知j と ~íiHtJ のむ悪玉、そして効率性をまめた黍密処理シス
チムと諮lj"tlた惰蘇資認めパイ 7'ff-1i)る 。 社内の主主議改革、意書Eの滋底を悶る理念!主主主主f者争ップ自ら、，~
える彩.窓議できるf~ 常時改善をÆねる . 謀議学習を寄?なう等.細かいUベルで笑行が接投されているs
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ニれが好調を繕:絞させている最大の要因と考えられる。
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